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  P３-５0     臼田６４ｍを利用した電波天文観測の現状 

JAXAは、臼田宇宙空間観測所64mアンテナをはじめとして、深宇宙探査機等の衛星の運用のために大口径アン
テナを所持している。1990年代より、「はるか」等スペースVLBI計画および局位置の計測のために、VLBI観測
設備が整えられ、さらに、2000年代には、ASTRO-Gへ向けた地上局として利用するため、また、国内でVLBI観
測によるサイエンスを進めるために、大学VLBI連携観測ネットワークに参加し、成果を上げてきた。また、その
ほかに、軌道決定のVLBI観測や局位置維持のためのVLBI観測も並行して行われてきた。しかし、ASTRO-Gが中
止となり、これらの設備についても維持していくかどうかが議論となっている。 
 現在ある、VLBI用の観測装置は、受信した電波を高速でA/D変換し、高い時刻精度でタイムタグをつけること
ができるために、VLBIの用途だけでなく、高分散分光装置（R>106)やパルサーのタイミング観測、探査機からの
微弱な信号の受信（復調）にも利用することができる。さらに、臼田６４ｍは、国内最大の口径を持つ。 日
本の電波天文は、野辺山の45mを利用して進んできたが、野辺山で観測できるのは10GHzより高い周波数で、そ
れ以下の周波数での観測は、海外の望遠鏡に頼らざるをえないのが現状である。 
 これらの装置について、宇宙研内外の観測者からどのような期待があるかをWSを開催し、サーベイした。
VLBI観測目的だけでなく、臼田64mをシングルディッシュとして利用し、強度が低周波で強くなるパルサーの観
測、低周波でしか観測できない基線、星間分子（CH, OH)や中性水素ガスの分光観測でも大きな期待があること
がわかった。今後、これらの装置をどう維持、整備していけば良いかも含め、興味を示した宇宙研外の研究者
とともに進めていく予定である。 

VLBI観測装置が使用できるJAXAのアンテナ 

専用ポートを使い冷却することにより雑音低下・広帯域観測が可能 

まとめ 
臼田64mの科学的要求は明らかにある。成果もでている。 
性能については、古いシステムのままのバンドもあり、世界標準に比
べてよくない。改修して冷却技術を取り入れれば改善は可能。 
X帯で新規の受信機を製作した結果改善が確認できた。 
今後の方向性を宇宙研外の利用希望者と検討していく。 

これにより探査機でもの受信専用の運用でも3dB以上の改善は可能 

臼田のホーンの構成と、VLBI装置の系統図 
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